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月

日
、
ラ
ピ
ア
鹿
島
周
辺

で

中
能
登
町
総
合
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は

午
前

時

分
に
、

邑
知
地
溝
帯
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド

・

（
町
内
震
度

強
）
の
地
震
が
起
こ
っ
た
。
町

内
各
所
で
建
物
が
倒
壊
し
、
火
災

が
各
地
で
発
生
し
て
い
る
な
ど
、

負
傷
者
が
多
数
出
て
い
る
大
規
模

な
災
害
が
発
生

と
い
う
、
最
悪

の
事
態
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。町

で
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
各
防
災
関
係
機
関
に
出
動
を

要
請
。
各
区
、
女
性
協
議
会
、
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
、
自
衛
消
防
団
、

第

消
防
団
、
七
尾
鹿
島
広
域
圏

備備
ええ
ああ
れれ
ばば
憂憂
いい
なな
しし

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

消
防
本
部
や
中
能
登
消
防
署
、
交

通
防
犯
推
進
隊
な
ど
関
係
者
約

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前

時

分

職
員
参
集
訓
練
・
災
害
対
策
本

部
設
置
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

防
災
無
線
放
送
で
指
示
が
出
る
と

職
員
は
、
被
害
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
ラ
ピ
ア
鹿
島
に
参
集
。
到
着

後
、被
害
状
況
を
参
事
に
報
告
し
、

本
部
長
の
指
示
に
よ
り
現
地
災
害

対
策
本
部
が
設
置
、
県
消
防
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
を
要
請
し

ま
し
た
。

午
前

時

分

県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
上
空
か
ら
の
被
害
状
況
調
査

災災
害害
時時
のの
行行
動動
をを
確確
認認

災
害
時
の
行
動
を
確
認

訓 練 の 内 容

職員参集訓練・災害対策本部設置訓練
上空被害状況調査
避難訓練・火災防ぎょ訓練
県防災ヘリコプター救出・救助訓練
初期消火訓練
家屋倒壊救出・救助訓練

訓 練 の 内 容

月月

日日

ララ
ピピ
アア
鹿鹿
島島
周周
辺辺
でで
実実
施施

月

日

ラ
ピ
ア
鹿
島
周
辺
で
実
施

が
終
わ
っ
た
後
、
災
害
対
策
本
部

で
町
と
防
災
関
係
機
関
と
の
打
ち

合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
対
策
が
練
ら

れ
ま
し
た
（
写
真

）。

午
前

時

分

ラ
ピ
ア
鹿
島

階
機
械
室
よ
り

火
災
発
生
。煙
が
立
ち
込
め
る
中
、

職
員
の
誘
導
で
館
内
に
い
る
利
用

者
が
避
難
し
、
同
時
に
、
中
能
登

消
防
署
や
第

消
防
団
、
自
衛
消

防
団
に
よ
る
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
表
紙
、

、

）。
午
前

時

分

ラ
ピ
ア
鹿
島
屋
上
に
取
り
残
さ

れ
た
職
員

名
の
救
助
・
救
出
に

県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
向

か
い
、
無
事
、
ホ
バ
ー
リ
ン
グ
に

よ
り
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

午
前

時

分

地
震
に
よ
り
発
生
し
た
家
庭
内

火
災
を
女
性
協
議
会
の

人
の
会

員
の
方
が
、
粉
末
消
火
器
で
消
火

（
写
真

）。

ま
た
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
町

議
会
議
員
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の

み
な
さ
ん
で
力
を
合
わ
せ
て
、
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
り
初
期
消
火
を

行
い
ま
し
た
（
写
真

）。

午
前

時

分

家
屋
倒
壊
に
よ
り
下
敷
き
と

な
っ
た
負
傷
者
を
中
能
登
消
防
署

や
越
路
分
団
、
滝
尾
分
団
、
中
能

登
救
急
隊
で
救
助（
写
真

、
）。

応
急
手
当
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
設
け
ら
れ
、
体
験
者
は
、

改
め
て
地
震
の
怖
さ
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、

人
分

の
炊
き
出
し
訓
練
が
行
わ
れ
、
参

加
者
に
非
常
食
米
と
温
か
い
メ
ッ

タ
汁
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。（
写

真

）
今
回
の
訓
練
に
参
加
し
た
み
な

さ
ん
は
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
迫
し

た
雰
囲
気
の
中
、大
地
震
に
備
え
、

予
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
い
ざ

と
い
う
時
に
力
を
発
揮
す
る
た

め
、
日
頃
か
ら
地
域
の
防
災
力
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

一一
人人
ひひ
とと
りり
のの
備備
ええ

一
人
ひ
と
り
の
備
え

救命活動に
今回の家屋倒壊救助・救出訓練でも使われた、 （自動体外

式除細動器）は、突然の心肺停止状態に陥った人の救命活動に備え、
現場に居合わせた一般の人でも簡単に使用できるというもので、役
場の各庁舎にも設置してあります。
中能登消防署の普通救命講習会でも救急車が到着するまでにでき
ることの一つとして、 の使用方法を学ぶことができ、 月
日、鳥屋女性協議会のみなさんが受講しました。



現
在
、
町
で
は
、
今
後

年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
定

め
る
総
合
計
画
を
策
定
中
で
す
。

総
合
計
画
と
は
、
長
期
的
な
展

望
の
も
と
、
町
の
目
指
す
べ
き
将

来
の
姿
（
町
の
将
来
像
）
と
、
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
諸
施
策
の
指
針
を
定
め
る
も
の

で
す
。

総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
町
民
の

み
な
さ
ん
の
意
見
を
集
約
し
た
も

の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
、
基
本
構
想
の
（
素
案
）

を
公
表
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
つ
き
ま
し

て
は
、
審
議
会
等
で
協
議
し
計
画

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

つ
の
将
来
像

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

【
産
業
振
興
・
住
環
境
分
野
】

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

【
健
康
・
福
祉
分
野
】

地
域
の
風
土
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

【
自
然
環
境
分
野
】

強
い
絆
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

【
参
画
・
行
財
政
分
野
】

学
び
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

【
教
育
・
文
化
分
野
】

中
能
登
町
の
将
来
像

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
各
地
区
が
築
き
上

げ
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
伝

統
を
尊
重
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の

町
民
が
健
康
で
文
化
的
に
、
安
全

で
快
適
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
調
和
の
と

れ
た
、
自
然
環
境
、
商
業
・
工
業
、

少
子
高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化
、

教
育
・
文
化
の
構
成
等
、
真
の
豊

か
さ
を
求
め
た
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
に
町
民
の
主
体
的
な
参

画
を
促
し
、
ふ
る
さ
と

ふ
れ

あ
い

心
を
育
む

中
能
登
町

を
基
本
理
念
と
し
て
町
民
が
安
心

し
て
、
健
や
か
で
生
き
が
い
を
感

じ
楽
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
環
境
づ

く
り
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
安
心

し
て
働
け
る
就
業
の
場
づ
く
り
を

将
来
目
標
と
し
ま
す
。

平
成

年
の
国
勢
調
査
に
よ
る

と
、
町
の
人
口
は

人
で
、
年
々
減
少
傾
向
を
続
け
て

い
ま
す
。
将
来
人
口
推
計
に
よ
る

と
、
平
成

年
に
は

人
ま
で
に
減
少
し
、
そ
の
後
も

人
口
減
少
は
続
く
も
の
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
今
後
は
、
現
状
の
人
口

規
模
を
維
持
し
な
が
ら
、
平
成

年
の
人
口
を

人
と

想
定
し
ま
す
。

産
業
別
就
業
人
口
の
推
移
は
、

第

次
、
第

次
産
業
の
減
少
、

第

次
産
業
に
つ
い
て
は
、
就
業

機
会
の
拡
大
に
伴
っ
て
増
加
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
、
目
標
年
次
の

就
業
人
口
は

人
程
度

と
想
定
し
ま
す
。

基本構想
（素案）を

とりまとめました

豊
か
さ
と
暮
ら
し
や
す
さ
を
実

感
で
き
る
生
活
基
盤
、
農
林
業
・

商
工
業
等
の
生
活
基
盤
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
森
林
浴
等
新
た
な

機
能
に
配
慮
し
、
安
ら
ぎ
の
あ
る

豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
つ

つ
、
積
極
的
に
土
地
利
用
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

地
域
拠
点
ゾ
ー
ン

産
業
支
援

生
活
支
援

生
き
が
い
支
援

な
ど

歴
史
的
市
街
地
ゾ
ー
ン

景
観
保
全

文
化
体
験

な
ど

住
宅
供
給
ゾ
ー
ン

移
住

エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン

子
育
て
支
援

な
ど

農
業
振
興
ゾ
ー
ン

農
業
基
盤
整
備

農
業
教
育

な
ど

自
然
環
境
保
全
・
体
験
ゾ
ー
ン

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

環
境
教
育
、
森
林
育
成

多
自
然
型
川
づ
く
り
な
ど

中能登町総合計画 基本構想

将
来
人
口
と
産
業
規
模

土
地
利
用

土地利用構想図

（ソーホー）
会社と郊外の小さな事務所をコンピュータネットワークで結んで、仕事場にしたもの。あるいは、

コンピュータネットワークを活用して自宅や小さな事務所で起業すること。



ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い

心

を
育
む

中
能
登
町

の
基
本
理

念
を
も
と
に
、

つ
の
将
来
像
を

定
め
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め

に

の
主
要
施
策
を
策
定
し
ま
し

た
。

施
策
の
体
系

中能登町総合計画 基本構想

主
要
施
策

地
域
福
祉
の
充
実

地
域
福
祉
を
支
え
る
体
制

の
充
実
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
広
め
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
ま

す
。高

齢
者
・
障
害
者
福
祉
の
充
実

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
連

携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
施
設
整
備
、
社
会
参
加
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

保
健
・
医
療
の
充
実

地
域
福
祉
の
充
実

地
域
福
祉
を
支
え
る
体
制

の
充
実
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
広
め
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
ま

す
。高

齢
者
・
障
害
者
福
祉
の
充
実

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
連

携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
施
設
整
備
、
社
会
参
加
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

保
健
・
医
療
の
充
実

保
健
・
医
療
・
福
祉

の
充
実

道
路
の
整
備

消
防
・
救
急
体
制
の
整
備

防
災
の
強
化

上
下
水
道
の
整
備

廃
棄
物
の
適
正
な
処
理

住
宅
・
住
環
境
の
整
備

交
通
安
全
対
策

防
犯
の
強
化

公
園
緑
地
の
整
備

公
共
交
通
機
関
の
充
実

道
路
の
整
備

消
防
・
救
急
体
制
の
整
備

防
災
の
強
化

上
下
水
道
の
整
備

廃
棄
物
の
適
正
な
処
理

住
宅
・
住
環
境
の
整
備

交
通
安
全
対
策

防
犯
の
強
化

公
園
緑
地
の
整
備

公
共
交
通
機
関
の
充
実

安
全
・
安
心
で
快
適

な
住
環
境
づ
く
り

児
童
福
祉
の
推
進

児
童
の
健
全
な
育
成
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備

を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
、
教
育
等
の
連

携
に
よ
り
、
総
合
的
な
子
育

て
支
援
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
で
の
子
育
て
支
援

活
動
の
促
進
や
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

児
童
福
祉
の
推
進

児
童
の
健
全
な
育
成
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備

を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
、
教
育
等
の
連

携
に
よ
り
、
総
合
的
な
子
育

て
支
援
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
で
の
子
育
て
支
援

活
動
の
促
進
や
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

地
域
ブ
ラ
ン
ド
育
成

長
い
間
培
わ
れ
て
き
た
歴

史
的
景
観
の
保
全
、
古
い
歴

史
と
伝
統
を
誇
る
麻
織
物

能

登
上
布

の
技
術
伝
承
を
進

め
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、

訪
れ
た
人
々
も
安
ら
ぎ
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
維

持
し
ま
す
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
育
成

長
い
間
培
わ
れ
て
き
た
歴

史
的
景
観
の
保
全
、
古
い
歴

史
と
伝
統
を
誇
る
麻
織
物

能

登
上
布

の
技
術
伝
承
を
進

め
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、

訪
れ
た
人
々
も
安
ら
ぎ
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
維

持
し
ま
す
。

地
域
の
顔
づ
く
り

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
活
用
を
推
進
す
る
ほ
か
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
、
地
球
規

模
の
環
境
問
題
に
対
し
て
一

人
ひ
と
り
の
町
民
レ
ベ
ル
で

の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
活
用
を
推
進
す
る
ほ
か
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
、
地
球
規

模
の
環
境
問
題
に
対
し
て
一

人
ひ
と
り
の
町
民
レ
ベ
ル
で

の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

河
川
の
整
備

自
然
災
害
か
ら
町
民
の
命

と
生
活
を
守
る
た
め
、
河
川

の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

ま
す
。

林
業
振
興
と
森
林
育
成

林
業
経
営
の
改
善
を
図
り
、

林
産
資
源
の
循
環
利
用
を
進

め
な
が
ら
、
森
林
の
総
合
利

用
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

河
川
の
整
備

自
然
災
害
か
ら
町
民
の
命

と
生
活
を
守
る
た
め
、
河
川

の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

ま
す
。

林
業
振
興
と
森
林
育
成

林
業
経
営
の
改
善
を
図
り
、

林
産
資
源
の
循
環
利
用
を
進

め
な
が
ら
、
森
林
の
総
合
利

用
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
・

活
用

長長曽曽川川長曽川

能能登登上上布布会会館館能登上布会館 配配食食ササーービビスス配食サービス

中能登町総合計画 基本構想

工
業
の
振
興

新
技
術
・
新
製
品
の
研
究
・
開
発
と
個
々
の
事
業
者
が
製
造
販
売

を
一
貫
し
て
行
う
新
た
な
体
制
づ
く
り
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

商
業
の
振
興

農
業
の
振
興

担
い
手
農
家
を
育
成
し
な
が
ら
、
町
民
、
消
費
者
の
多
様
な
期
待

に
応
え
た
食
糧
・
農
業
・
農
村
施
策
の
推
進
が
不
可
欠
で
す
。

観
光
の
振
興

地
域
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

工
業
の
振
興

新
技
術
・
新
製
品
の
研
究
・
開
発
と
個
々
の
事
業
者
が
製
造
販
売

を
一
貫
し
て
行
う
新
た
な
体
制
づ
く
り
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

商
業
の
振
興

農
業
の
振
興

担
い
手
農
家
を
育
成
し
な
が
ら
、
町
民
、
消
費
者
の
多
様
な
期
待

に
応
え
た
食
糧
・
農
業
・
農
村
施
策
の
推
進
が
不
可
欠
で
す
。

観
光
の
振
興

地
域
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
産
業
の
活
性
化

異
業
種
と
の
広
域
連
携
の
強
化
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材

育
成
や
共
同
事
業
の
支
援
な
ど
、
地
元
商
業
者
の
振
興
と
活
性
化
に

努
め
ま
す
。

能能登登テテキキススタタイイルルララボボ能登テキスタイルラボ

児児童童館館児童館

【【 基基 本本 理理 念念 】】【 基 本 理 念 】

ふるさとふれあい
心を育む中能登町

【【 将将 来来 像像 】】【 将 来 像 】

（

）
地
域
産
業
の
活
性
化

（

）
安
全
・
安
心
で
快
適
な
住
環
境

（

）
子
育
て
支
援
の
充
実

（

）
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

（

）
地
域
の
顔
づ
く
り

（

）
自
然
環
境
の
保
全
・
活
用

（

）
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

（

）
地
域
固
有
の
活
動
へ
の
育
成
・
支
援

（

）
交
流
機
会
の
拡
大
・
支
援

（

）
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

（

）
学
校
教
育
の
充
実

（

）
社
会
教
育
の
充
実

（

）
文
化
財
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

（

）
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

【【 主主 要要 施施 策策 】】【 主 要 施 策 】

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
風
土
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

強
い
絆
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

学
び
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
風
土
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

強
い
絆
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

学
び
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

町町道道 号号線線町道 号線ふふれれああいい体体験験農農園園ふれあい体験農園雨雨のの宮宮能能登登王王墓墓のの館館雨の宮能登王墓の館



中能登町総合計画 基本構想

今
回
、
総
合
計
画
の
基
本
構

想
（
素
案
）
を
広
報
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と
と
も
に

各
庁
舎
の
玄
関
ロ
ビ
ー
で
閲
覧

を
実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
は
、
公
表
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

（
匿
名
希
望
は
そ
の
旨
を
）。

ご
意
見
の
提
出

お
問
い
合
わ
せ

各
庁
舎
ロ
ビ
ー
の
意
見
箱

郵
送

中
能
登
町
末
坂

中
能
登
町
企
画
課
あ
て

メ
ー
ル

電
話
・
口
頭
で
の
ご
意
見
は

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

意
見
の
募
集
期
間

月

日
（
木
）

日
（
火
）
ま
で

＠

敬
老
会
を
開
催

月

日
、
ご
長
寿
を
お
祝
い
す

る
敬
老
会
が
開
か
れ
、
町
の
発
展
を

支
え
て
き
た
お
年
寄
り
に
感
謝
し
、

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

今
年
の
対
象
者
は
、

人
（
平
成

年
度
中
に

歳
を
迎
え

ら
れ
る
方
）
で
、
お
互
い
の
長
寿
や

健
康
を
喜
び
合
い
、
会
場
に
は
に
こ

や
か
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
文
化
協
会
の

方
々
な
ど
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

敬
老
祝
金
・
米
寿
祝
品
を
配
布

月

、

日
と
町
内
に

年
以

上
在
住
の

歳
以
上
の
高
齢
者

名
に
杉
本
町
長
と
民
生
・
児

童
委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
敬
老
祝
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

名
の

方
に
米
寿
祝
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

鳥屋地区敬老会（鳥屋中学校体育館）

鹿島地区敬老会（ラピア鹿島）

鹿西地区敬老会（励志館）
長寿をお祝いし、敬老祝金を贈呈

敬敬
老老
会会
・・
敬敬
老老
祝祝
金金
・・
米米
寿寿
祝祝
品品
でで

敬
老
会
・
敬
老
祝
金
・
米
寿
祝
品
で

長長
寿寿
をを
祝祝
うう

長
寿
を
祝
う

価 格

総集編（前編・後編）

枚（本）組

円

円

ファッションショー

（ノーカット版）

円

円

お問い合わせ

中能登町企画課地域

振興担当（鳥屋庁舎）

価 格

総集編（前編・後編）

枚（本）組

円

円

ファッションショー

（ノーカット版）

円

円

お問い合わせ

中能登町企画課地域

振興担当（鳥屋庁舎）

織姫夏ものがたり

ビビデデオオ・・ビデオ・
をを販販売売ししまますすを販売します

町
観
光
協
会
主
催
の
第

回
織
姫
夏
も
の

が
た
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会
が
、

月

日
、
鹿
島
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
品

は
協
賛
企
業
及
び
町
内
各
施
設
で
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

織

姫

夏

も

の

が

た

り

やったー
竹 彰一さん（徳前）

盛り上がるファッションショー
高木義雄さん（一青）

ショーの子供達
清水 也さん（黒氏）

ギギュュッッ！！嬉嬉ししいいななギュッ！嬉しいな
鋳鋳山山勝勝則則ささんん（（二二宮宮））鋳山勝則さん（二宮）

この野郎
竹口正彦さん（小竹）

縁の女
林 清市さん（七尾市）

写写
真真
ココ
ンン
テテ
スス
トト
結結
果果
発発
表表

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

行
政
改
革
の
推
進

新
し
い
行
政
の
確
立
と
地

方
分
権
の
必
要
性
を
認
識
し
、

行
政
の
再
構
築
に
向
け
た
行

政
改
革
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

電
子
自
治
体
の
推
進

財
政
健
全
化
の
推
進

広
域
行
政
の
推
進

地
籍
調
査
の
推
進

行
政
改
革
の
推
進

新
し
い
行
政
の
確
立
と
地

方
分
権
の
必
要
性
を
認
識
し
、

行
政
の
再
構
築
に
向
け
た
行

政
改
革
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

電
子
自
治
体
の
推
進

財
政
健
全
化
の
推
進

広
域
行
政
の
推
進

地
籍
調
査
の
推
進

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上

地
域
固
有
の
活
動
へ
の

育
成
・
支
援

地
域
固
有
活
動
の
支
援

地
域
に
あ
る
貴
重
な
伝
統

文
化
財
の
保
護
・
継
承
に
努

め
、
さ
ら
に
、
町
民
の
自
主

的
な
芸
術
、
文
化
活
動
の
祭

り
や
伝
承
に
努
め
る
な
ど
、

町
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
文
化
の
香
り
高
い

地
域
社
会
を
築
く
た
め
、
優

れ
た
芸
術
、
文
化
に
触
れ
る

機
会
を
創
出
し
ま
す
。

交
流
機
会
の
拡
大
・

支
援

交
流
の
推
進

イ
ベ
ン
ト
の
共
同
開
催
や

既
存
施
設
の
有
効
活
用
に
取

り
組
み
、
町
民
が
一
体
と
な

る
相
互
交
流
の
場
や
機
会
を

創
出
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

あ
ら
ゆ
る
行
政
分
野
に
男

女
平
等
の
視
点
を
導
入
し
、

男
女
が
共
同
で
参
画
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

小
中
学
校
の
再
編
整
備

中
学
校
の
統
合
及
び
小
学

校
の
統
廃
合
等
再
編
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
考

慮
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
教
育

環
境
に
努
め
ま
す
。

教
育
内
容
の
充
実

多
様
化
・
高
度
化
す
る
社

会
の
要
請
に
的
確
に
対
応
し

た
教
育
内
容
や
学
習
環
境
の

充
実
、
安
全
対
策
の
強
化
等

を
進
め
ま
す
。

小
中
学
校
の
再
編
整
備

中
学
校
の
統
合
及
び
小
学

校
の
統
廃
合
等
再
編
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
考

慮
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
教
育

環
境
に
努
め
ま
す
。

教
育
内
容
の
充
実

多
様
化
・
高
度
化
す
る
社

会
の
要
請
に
的
確
に
対
応
し

た
教
育
内
容
や
学
習
環
境
の

充
実
、
安
全
対
策
の
強
化
等

を
進
め
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

文
化
財
の
発
掘
と
保
全

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
創

出
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に

残
る
伝
承
や
伝
統
文
化
財
の

保
護
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

古
墳
や
史
跡
を
は
じ
め
と
す

る
文
化
財
等
の
研
究
活
動
に

い
そ
し
み
、
保
存
や
資
料
整

理
の
た
め
の
資
料
館
の
整
備

も
図
り
ま
す
。

文
化
財
の
発
掘
と
保
全

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
創

出
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に

残
る
伝
承
や
伝
統
文
化
財
の

保
護
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

古
墳
や
史
跡
を
は
じ
め
と
す

る
文
化
財
等
の
研
究
活
動
に

い
そ
し
み
、
保
存
や
資
料
整

理
の
た
め
の
資
料
館
の
整
備

も
図
り
ま
す
。

文
化
財
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

社
会
教
育
指
導
体
制
の
充
実

生
涯
学
習
体
制
の
充
実
や

指
導
者
の
育
成
、
相
談
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

社
会
教
育
活
動
の
推
進

地
域
・
学
校
・
家
庭
の
連

携
を
強
化
し
、
一
体
と
な
っ

て
健
全
な
青
少
年
育
成
を
進

め
ま
す
。

社
会
教
育
指
導
体
制
の
充
実

生
涯
学
習
体
制
の
充
実
や

指
導
者
の
育
成
、
相
談
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

社
会
教
育
活
動
の
推
進

地
域
・
学
校
・
家
庭
の
連

携
を
強
化
し
、
一
体
と
な
っ

て
健
全
な
青
少
年
育
成
を
進

め
ま
す
。

社
会
教
育
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
町
民

の
多
種
多
様
な
要
望
に
応
え

る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
、
生
徒
か
ら

高
齢
者
ま
で
だ
れ
も
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
機
会
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
町
民

の
多
種
多
様
な
要
望
に
応
え

る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
、
生
徒
か
ら

高
齢
者
ま
で
だ
れ
も
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
機
会
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。 ス

ポ
ー
ツ
の
振
興

ごご意意見見ををご意見を
おお寄寄せせくくだだささいい。。お寄せください。



平成 年度補正予算
一般会計

町道 号線（鹿西地区）消雪工事費など
万 円を追加 総額 億 万 円
老人保健特別会計

医療費支給費で 万円を追加 総額 億
万 円

条例関係
町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部改正

障害者自立支援法に基づき、介護認定審査会
委員の中に、新たに障害程度区分認定審査会委
員を設置し、その委員報酬額を定めた。
町国民健康保険条例の一部改正

歳以上の方で、一定以上の所得者の一部負
担割合を 割から 割に引き上げ。出産育児一
時金を 万円から 万円に引き上げ。

その他
教育委員会委員の任命

水谷内教育長の辞任により、教育委員会委員
として池島憲雄氏（二宮）の任命に同意した。
町営土地改良事業の施行

鹿南地区（福田・高畠）の農地の暗渠排水を
施工するもので、平成 年度の ヵ年で

の農地乾田化を図る。

可可決決 同同意意さされれたた主主なな議議案案可決 同意された主な議案

議会議会一般
質 問
一 般
質 問

坂
井

幸
雄

議
員

高
齢
化
が
進
む
中
、
各
選
挙
の

投
票
率
ア
ッ
プ
と
高
齢
者
の
利
便

性
も
配
慮
し
、
有
権
者
規
模
も
考

慮
し
た
適
正
な
投
票
所
の
設
置
を

検
討
さ
れ
た
い
。

答
弁

苗
山
参
事
兼
総
務
課
長

現
在
、
町
内
の
投
票
所
は

カ

所
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
合
併
前

の
旧
町
で
そ
れ
ぞ
れ
再
編
を
行
っ

た
投
票
区
を
基
に
投
票
所
を
決

め
、
現
在
に
引
き
継
い
で
い
る
も

の
で
す
。
投
票
率
の
ア
ッ
プ
や
有

高
齢
化
が
進
む
中
、
各
選
挙
の

投
票
率
ア
ッ
プ
と
高
齢
者
の
利
便

性
も
配
慮
し
、
有
権
者
規
模
も
考

慮
し
た
適
正
な
投
票
所
の
設
置
を

検
討
さ
れ
た
い
。

質
問

条例の一部改正や補正
予算等が可決される
第 回（ 月）中能登町議会定例会が、 月 日か

ら 日までの 日間の会期で開催されました。
提出された条例 件、平成 年度各会計補正予算
件など、計 件について審議されました。
その結果、認定、請願を除く全てが原案のとおり可

決、同意されました。

月月議議会会定定例例会会でではは、、 月月 日日にに質質疑疑とと 日日月議会定例会では、 月 日に質疑と 日

おおよよびび 日日にに一一般般質質問問がが行行わわれれ、、一一般般質質問問ににははおよび 日に一般質問が行われ、一般質問には

人人のの議議員員がが登登壇壇しし、、地地域域振振興興やや社社会会福福祉祉のの向向人の議員が登壇し、地域振興や社会福祉の向

上上ななどどのの積積極極的的なな質質問問やや答答弁弁がが交交わわさされれまましし上などの積極的な質問や答弁が交わされまし

たた。。た。

ここここでで、、一一般般質質問問のの内内容容ににつついいてて一一部部ををごご紹紹ここで、一般質問の内容について一部をご紹

介介ししまますす。。介します。

権
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
た
時
、

現
行
の
投
票
所
の
数
で
い
い
の
か

は
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
協
議
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

投
票
所
の
数
や
位
置
の
変
更
に

つ
い
て
は
、
旧
町
の
枠
を
超
え
た

投
票
区
の
変
更
や
、
投
票
所
ま
で

の
距
離
、
有
権
者
数
等
の
考
慮
も

必
要
で
す
が
、
何
よ
り
も
町
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
を
求
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

投
票
所
の
数
や
箇
所
の
検
討
及

び
決
定
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
で

あ
り
ま
す
の
で
、次
回
開
催
さ
れ
ま

す
委
員
会
に
て
、こ
う
し
た
ご
意
見

が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、協
議
し

て
い
た
だ
く
よ
う
申
し
伝
え
ま
す
。

会議録の公開

掲載しました一般質問は、議会で発言された内容の一部です。

定例会の内容は会議録に全て記録されています。

月定例会の会議録は、町内各図書館並びに、町ホームペー

ジで 月上旬頃に掲載されますので、ご覧ください。

会議録の公開

掲載しました一般質問は、議会で発言された内容の一部です。

定例会の内容は会議録に全て記録されています。

月定例会の会議録は、町内各図書館並びに、町ホームペー

ジで 月上旬頃に掲載されますので、ご覧ください。

な
っ
て
要
望
を
続
け
て
き
た
と
こ

ろ
、
平
成

年
度
か
ら
石
川
県
に

予
算
化
さ
れ
、
昨
年

月
に
地
元

関
係
者
の
方
々
を
対
象
に

良
川

磯
辺
線
み
ち
づ
く
り
協
議
会

を

設
立
し
、
改
良
箇
所
の
順
位
付
け

や
要
望
等
を
織
り
込
ん
だ
全
体
計

画
が
立
案
さ
れ
ま
し
た
。

県
道
良
川
磯
辺
線
は

・

車

線
的
整
備
で
の
改
良
計
画
と
な

り
、
県
道
七
尾
鹿
島
羽
咋
線
沿
い

の
多
田
さ
ん
宅
を
起
点
に
、
山
側

へ
延
長

幅
員

の
バ
イ
パ

ス
道
路
を
新
設
す
る
予
定
で
、
現

在
、用
地
測
量
が
行
わ
れ
て
お
り
、

今
年
度
に
買
収
を
終
え
る
予
定
と

聞
い
て
い
ま
す
。

改
良
工
事
は

カ
年
計
画
で
完

了
の
予
定
で
あ
り
、
バ
イ
パ
ス
工

事
と
並
行
し
て
山
側
の
見
通
し
の

悪
い
箇
所
で
の
拡
幅
工
事
も
同
時

に
推
進
す
る
計
画
で
、
事
業
推
進

に
つ
い
て
は
、
県
に
強
く
要
望
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
弁

杉
本

町
長

高
度
情
報
化
社
会
に
お
い
て
、

情
報
管
理
は
大
変
重
要
な
問
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。現
在
、

町
の
行
政
情
報
の
蓄
積
は
、
大
き

く
分
類
す
る
と
紙
保
管
と
電
子

デ
ー
タ
に
よ
り
保
管
さ
れ
て
お

り
、
電
子
デ
ー
タ
は
簡
単
に
持
ち

出
し
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
定
め
、

厳
し
い
管
理
に
お
い
て
運
用
し
て

い
ま
す
。

合
併
前
の
書
類
で
、
旧
来
か
ら

の
紙
保
管
で
の
簿
冊
等
の
当
面
必

要
の
無
い
書
類
は
各
庁
舎
に
保
管

し
、
合
併
後
の
書
類
は
各
担
当
課

が
責
任
を
持
っ
て
保
管
し
て
お

り
、
文
書
管
理
に
お
い
て
は
、
統

一
し
た
基
準
づ
く
り
と
管
理
体
制

の
強
化
並
び
に
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

文
書
管
理
が
で
き
る
よ
う
現
在
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
行
政
情
報
漏
え
い
事

故
が
発
生
し
、
益
々
厳
重
な
情
報

管
理
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後

と
も
情
報
漏
え
い
事
故
が
発
生
し

な
い
よ
う
、
職
員
全
員
の
周
知
徹

底
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

協
議
会
で
の
答
申
も
あ
っ
た
が
、

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
が

基
本
で
あ
り
、

年
先
を
見
据
え

た
町
の
将
来
の
望
ま
し
い
姿
と
な

る
小
中
学
校
の
再
編
を
。

答
弁

水
谷
内
教
育
長

合
併
前
の
合
併
協
議
会
教
育
特

別
委
員
会
で
、
中
学
校
は
現
状
の

生
徒
規
模
で
は
専
門
教
員
の
配
置

が
欠
け
、
部
活
動
も
限
ら
れ
た
部

数
で
の
活
動
と
な
る
こ
と
か
ら
、

町
合
併
を
機
に
中
学
校
を

校

に
統
合
し
、
一
日
も
早
く
開
校
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
答
申
で
し

た
。小

学
校
に
つ
い
て
は
、
各
町
で

検
討
し
統
合
整
備
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
合
併
協
議
会

教
育
特
別
委
員
会
で
は
議
論
し
て

い
ま
せ
ん
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
現
在
の
児

童
生
徒
数
を
勘
案
し
ま
す
と
、
理

想
と
し
て
中
能
登
町
で
は
中
学
校

校
、
小
学
校

校
が
適
当
か
と

私
も
考
え
ま
す
が
、
し
か
し
、
現

実
問
題
と
し
て
ま
ず
中
学
校
問
題

が
あ
り
、
同
時
に
小
学
校
を

校

に
す
る
こ
と
は
大
変
困
難
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、現
在
、

学
校
統
合
検
討
委
員
会
で
検
討
し

て
い
ま
す
の
で
、
答
申
が
出
さ
れ

る
ま
で
お
待
ち
下
さ
い
。

協
議
会
で
の
答
申
も
あ
っ
た
が
、

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
が

基
本
で
あ
り
、

年
先
を
見
据
え

た
町
の
将
来
の
望
ま
し
い
姿
と
な

る
小
中
学
校
の
再
編
を
。

甲
部
昭
夫
議
員

長
年
要
望
し
て
き
た
一
般
県
道

良
川
磯
辺
線
の
改
良
や
、
小
竹
地

内
で
の
県
道
七
尾
鹿
島
羽
咋
線
と

の
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ
い
て
、
そ

の
計
画
内
容
と
早
期
着
工
の
実
現

を
図
り
、
安
全
な
交
通
確
保
を
。

答
弁

杉
本
町
長

改
良
工
事
や
バ
イ
パ
ス
整
備
に

つ
い
て
は
、
地
元
と
町
が
一
体
と

長
年
要
望
し
て
き
た
一
般
県
道

良
川
磯
辺
線
の
改
良
や
、
小
竹
地

内
で
の
県
道
七
尾
鹿
島
羽
咋
線
と

の
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ
い
て
、
そ

の
計
画
内
容
と
早
期
着
工
の
実
現

を
図
り
、
安
全
な
交
通
確
保
を
。

質
問

諏
訪
良
一
議
員

町
の
行
政
情
報
保
護
や
運
用
の

両
面
に
お
け
る
適
正
な
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
、
行
政
事
務

効
率
化
を
図
る
た
め
の
電
子
デ
ー

タ
導
入
に
よ
る
情
報
保
護
対
策
基

準
の
取
り
扱
い
は
。

町
の
行
政
情
報
保
護
や
運
用
の

両
面
に
お
け
る
適
正
な
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
、
行
政
事
務

効
率
化
を
図
る
た
め
の
電
子
デ
ー

タ
導
入
に
よ
る
情
報
保
護
対
策
基

準
の
取
り
扱
い
は
。

質
問

杉
本
平
治
議
員

介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、

要
介
護

が
要
支
援

と
要
介
護

に
分
類
さ
れ
、
寝
返
り
や
起
き

上
が
り
が
で
き
る
方
は
、

月
か

ら
貸
し
ベ
ッ
ト
が
借
り
ら
れ
な
く

な
る
が
、
町
独
自
で
の
支
援
は
で

き
な
い
か
。

ま
た
、
老
人
介
護
に
あ
た
ら
れ

て
い
る
家
族
の
た
め
に
、現
在

円
の
介
護
慰
労
金
支
給
額

を

円
に
来
年
度
か

ら
増
額
で
き
な
い
か
。

答
弁

杉
本
町
長

貸
し
ベ
ッ
ト
の
貸
出
し
支
援
等

に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
実
態
を

調
査
し
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ

い
か
対
応
を
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、

要
介
護

が
要
支
援

と
要
介
護

に
分
類
さ
れ
、
寝
返
り
や
起
き

上
が
り
が
で
き
る
方
は
、

月
か

ら
貸
し
ベ
ッ
ト
が
借
り
ら
れ
な
く

な
る
が
、
町
独
自
で
の
支
援
は
で

き
な
い
か
。

ま
た
、
老
人
介
護
に
あ
た
ら
れ

て
い
る
家
族
の
た
め
に
、現
在

円
の
介
護
慰
労
金
支
給
額

を

円
に
来
年
度
か

ら
増
額
で
き
な
い
か
。

質
問

武
田
純
一
議
員

学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
合
併

学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
合
併

質
問

議会を傍聴する町民のみなさん。

月議会定例会



ま
た
、
介
護
慰
労
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
在
宅
介
護
に
比
べ
、

施
設
入
所
者
に
は
町
か
ら
の
負
担

金
の
持
ち
出
し
が
多
い
の
も
現
実

で
あ
り
ま
す
の
で
、
在
宅
介
護
と

施
設
入
所
者
で
の
個
人
負
担
の
差

額
実
態
や
、
県
内
の
市
町
の
状
況

等
も
検
討
し
て
、
前
向
き
に
考
え

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岩
井
礼
二
議
員

近
年
、
家
庭
内
で
の
暴
力
、
傷

害
、
殺
傷
事
件
が
多
発
し
社
会
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
働
く
意
思
の

あ
る
無
職
の
フ
リ
ー
タ
ー
、
学
生

で
も
な
く
職
に
も
就
か
な
い
ニ
ー

ト
の
若
者
増
加
が
、
そ
の
要
因
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
で
も
そ

う
し
た
若
者
が
見
受
け
ら
れ
、
家

族
や
地
域
で
の
人
間
関
係
の
融
和

近
年
、
家
庭
内
で
の
暴
力
、
傷

害
、
殺
傷
事
件
が
多
発
し
社
会
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
働
く
意
思
の

あ
る
無
職
の
フ
リ
ー
タ
ー
、
学
生

で
も
な
く
職
に
も
就
か
な
い
ニ
ー

ト
の
若
者
増
加
が
、
そ
の
要
因
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
で
も
そ

う
し
た
若
者
が
見
受
け
ら
れ
、
家

族
や
地
域
で
の
人
間
関
係
の
融
和

質
問

を
図
る
こ
と
か
ら
も
、
町
と
し
て

の
支
援
取
り
組
み
は
。

答
弁

坂
井
商
工
観
光
課
長

ご
指
摘
の
と
お
り
、
フ
リ
ー

タ
ー
や
ニ
ー
ト
の
増
加
は
大
き
な

社
会
問
題
で
あ
り
、
若
者
を
含
め

た
雇
用
の
場
や
機
会
の
確
保
が
重

要
と
考
え
ま
す
。

現
在
、
石
川
県
で
は
若
者
情
報

館

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
石
川

を
設

置
し
、
能
登
地
区
で
は
七
尾
市
内

の
ミ
ナ
・
ク
ル

階
に
能
登
サ
テ

ラ
イ
ト
が
設
け
ら
れ
、
個
別
相
談

や
企
業
見
学
な
ど
の
各
種
セ
ミ

ナ
ー
及
び
講
座
な
ど
を
開
き
、
中

能
登
町
の
登
録
会
員

人
を

は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
利

用
さ
れ
、
就
職
内
定
者
も
生
み
出

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
金
沢
セ
ン
タ
ー
内
で
は

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

併
設
さ
れ
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
臨
床
心
理
士
の
専
門
家
が
相
談

に
の
る
支
援
や
、
羽
咋
市
内
の
国

立
能
登
青
少
年
交
流
の
家
で
は
、

青
少
年
や
保
護
者
を
対
象
と
し
た

ニ
ー
ト
講
演
会
、
青
少
年
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
支
援
事
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
周

知
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
も
連
携

を
取
り
、
今
後
も
若
年
者
の
就
職

を
図
る
こ
と
か
ら
も
、
町
と
し
て

の
支
援
取
り
組
み
は
。

支
援
と
雇
用
促
進
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
弁

金
岩
福
祉
課
長

町
内
の
民
生
委
員
の
方
々
は
、

担
当
地
区
で
職
に
就
か
な
い
若
者

を
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
仕
事

を
探
し
て
い
る
の
か
、
就
き
た
く

な
い
の
か
、
自
宅
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
る
の
か
の
判
断
は
難
し
く
、

町
で
も
閉
じ
こ
も
り
若
者
の
現
状

は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

ニ
ー
ト
は
今
後
も
増
加
す
る
と

予
想
さ
れ
、
そ
の
問
題
解
決
の
手

掛
か
り
は
、
多
く
の
人
の
手
を
借

り
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

本
人
や
家
族
だ
け
で
何
と
か
し

よ
う
と
せ
ず
、
経
験
や
実
績
の
あ

る
専
門
家
や
組
織
に
相
談
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

町
と
し
て
も
、
今
後
は
民
生
委

員
や
保
健
師
が
連
携
を
と
っ
て
閉

じ
こ
も
り
の
若
者
を
把
握
し
、
専

門
家
の
派
遣
や
相
談
会
の
設
置
等

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

宮
下
為
幸
議
員

旧
金
丸
小
学
校
の
跡
地
に
は
、

金
丸
交
流
館
が
昨
年
建
設
さ
れ
ま

し
た
が
、
旧
運
動
場
は
金
丸
小
学

校

年
の
歴
史
も
あ
り
、
地

旧
金
丸
小
学
校
の
跡
地
に
は
、

金
丸
交
流
館
が
昨
年
建
設
さ
れ
ま

し
た
が
、
旧
運
動
場
は
金
丸
小
学

校

年
の
歴
史
も
あ
り
、
地

質
問

域
住
民
の
思
い
も
深
い
場
所
で
す

が
、
今
後
、
町
と
し
て
の
跡
地
利

用
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

プ
ー
ル
は
水
が
張
ら
れ
た
状
態
と

な
っ
て
い
る
が
、そ
の
安
全
対
策
は

万
全
な
の
か
。

答
弁

杉
本
町
長

月

日
に
開
催
し
ま
し
た
金

丸
地
区
の
町
内
会
長
と
の
懇
談
会

の
席
上
、
旧
金
丸
小
学
校
運
動
場

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
の
話
題
も

出
て
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
荒

地
と
な
る
懸
念
が
あ
る
の
で
、
地

域
と
し
て
ど
の
よ
う
な
跡
地
利
用

を
図
れ
ば
よ
い
か
と
ご
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
や

分
譲
宅
地
、
町
営
住
宅
地
等
で
の

活
用
と
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
懇
談
会
以
外
で
も
地

域
の
方
々
か
ら
色
々
な
意
見
や
要

望
も
聞
い
て
い
ま
す
。

懇
談
会
で
は
、
出
席
さ
れ
た
各

町
内
会
長
に
、
地
区
内
で
色
々
と

協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
、
町

か
ら
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
未
だ
報
告

を
い
た
だ
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
何

ら
か
の
ご
提
案
が
示
さ
れ
れ
ば
、

議
会
の
皆
さ
ん
と
も
協
議
し
な
が

ら
有
効
利
用
を
図
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
金
丸
小
学
校
跡
地
に

域
住
民
の
思
い
も
深
い
場
所
で
す

が
、
今
後
、
町
と
し
て
の
跡
地
利

用
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

プ
ー
ル
は
水
が
張
ら
れ
た
状
態
と

な
っ
て
い
る
が
、そ
の
安
全
対
策
は

万
全
な
の
か
。

現
在
あ
る
体
育
館
は
社
会
体
育
施

設
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

プ
ー
ル
は
使
用
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
プ
ー
ル
は
高
さ

の
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
、
フ
ェ
ン

ス
上
に
は
有
刺
鉄
線
が
張
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
安
全
対
策
上
の
問

題
は
無
い
と
考
え
ま
す
が
、
プ
ー

ル
に
つ
い
て
も
、
金
丸
区
へ
そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
協
議
下
さ
る
よ

う
申
し
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

古
玉
栄
治
議
員

町
道

号
線
（
二
宮
）
の

改
良
工
事
の
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
は
。
ま
た
、
最
終
出
口
が
暫
定

的
に
越
路
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
南
側

に
取
り
付
く
計
画
と
聞
く
。
交
通

安
全
や
道
路
利
用
の
観
点
か
ら

も
、
小
学
校
裏
を
通
り
、
越
路
森

林
組
合
横
か
ら
町
道
の
と
二
宮
線

に
合
流
す
る
の
が
一
番
望
ま
し
い

と
思
う
が
、ル
ー
ト
の
見
直
し
は
。

町
道

号
線
（
二
宮
）
の

改
良
工
事
の
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
は
。
ま
た
、
最
終
出
口
が
暫
定

的
に
越
路
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
南
側

に
取
り
付
く
計
画
と
聞
く
。
交
通

安
全
や
道
路
利
用
の
観
点
か
ら

も
、
小
学
校
裏
を
通
り
、
越
路
森

林
組
合
横
か
ら
町
道
の
と
二
宮
線

に
合
流
す
る
の
が
一
番
望
ま
し
い

と
思
う
が
、ル
ー
ト
の
見
直
し
は
。

質
問

答
弁

杉
本
町
長

町
道

号
線
は
、
旧
鹿
島

町
に
お
い
て
平
成

年
度
に
地
方

特
定
道
路
と
し
て
石
川
県
の
採
択

を
受
け
て
事
業
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
全
体
計
画
の

期

期
の

地
点
ま
で
の
改

良
工
事
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
平

成

年
度
で
は
予
定
区
間
の
用
地

買
収
も
完
了
し
、

月
中
に
は
工

事
発
注
予
定
で
す
。

ご
指
摘
の
ル
ー
ト
変
更
に
つ
い

て
は
、
地
区
か
ら
の
要
望
も
出
て

い
ま
す
の
で
、
様
々
な
状
況
を
鑑

み
、
ど
ち
ら
の
ル
ー
ト
が
一
番
よ

い
の
か
を
検
討
し
た
く
、
地
域
の

方
々
や
議
会
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

笹
川
広
美
議
員

憲
法
第

条
に

国
民
は
法
の

基
に
平
等
で
あ
る

が
謳
わ
れ
て

お
り
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お

憲
法
第

条
に

国
民
は
法
の

基
に
平
等
で
あ
る

が
謳
わ
れ
て

お
り
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お

質
問

や
委
員
会
で
の
女
性
の
占
め
る
割

合
の
増
加
や
、
女
性
職
員
の
管
理

職
登
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成

年

月
に
施
行
さ
れ
た

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

で
は
、
都
道
府
県
や
政
令
指
定
都

市
に
参
画
計
画
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
、
そ
の
他
自
治
体
で
も
努
力

目
標
と
な
り
、
現
在
は
県
内

市

町
の
う
ち

市

町
が
計
画
策
定

し
て
い
ま
す
。

旧
鹿
島
町
で
は
平
成

年
に

鹿
島
町
男
女
共
同
参
画
推
進
プ

ラ
ン

が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
計
画
を
町
と
し
て
は
継
続
し
て

推
し
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
内
容
等
の
見
直
し
が
必

要
な
場
合
は
、
関
係
機
関
と
も
相

談
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

い
て
男
女
共
同
参
画
社
会
が
重
要

で
す
が
、
町
長
の
所
見
は
。
ま
た
、

町
と
し
て
の
男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ン
及
び
行
動
計
画
の
作
成
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
推
進

室
の
設
置
や
推
進
懇
話
会
を
発
足

し
、
最
終
的
に
は
条
例
の
制
定
を

行
っ
て
開
か
れ
た
町
政
の
運
営

を
。

答
弁

杉
本
町
長

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男

女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
つ
つ

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
関
係
な
く
個
性
や
能
力
を
十

分
発
揮
で
き
る
豊
か
な
社
会
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
実
現
は
、
町
の

将
来
を
決
定
す
る
重
要
な
課
題
の

一
つ
と
考
え
ま
す
。

町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
必

要
性
を
広
く
町
民
に
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、

月
に

男
女
共

同
参
画
の
つ
ど
い

の
開
催
を
予

定
し
、
ま
た
、
町
の
各
種
協
議
会

い
て
男
女
共
同
参
画
社
会
が
重
要

で
す
が
、
町
長
の
所
見
は
。
ま
た
、

町
と
し
て
の
男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ン
及
び
行
動
計
画
の
作
成
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
推
進

室
の
設
置
や
推
進
懇
話
会
を
発
足

し
、
最
終
的
に
は
条
例
の
制
定
を

行
っ
て
開
か
れ
た
町
政
の
運
営

を
。

池島 憲雄教育長

就任あいさつ

この度、中能登町教育
委員会教育長という大役
を拝命いたしました。
この 月、鹿西中学校
を最後に 年間の教師生
活を終えることができた
わけですが、今、再び教
育に携わることができる
こと、この上ない光栄で
あり、その責任の重大さ
を痛感しております。
これまでに得ることが
できた貴重な経験を、新
生中能登町の発展に生か
していきたい、将来この
町を担う子どもたちに
しっかりとした力をつ
け、夢と希望を持って頑
張る子どもたちを育成す
るため全力を尽くしたい
と決意を新たにしている
ところであります。
今後とも町民の皆様方
の一層のご支援とご協力
を賜りますようお願い申
し上げまして、就任のご
挨拶とさせていただきま
す。



第

回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

月

日

鳥
取
県

出
場
選
手

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技

大
森

定
次
（
能
登
部
上
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

平
野
み
つ
子
（
黒

氏
）

長
元

清
子
（
良

川
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

四
伊

達
男
（
徳

丸
）

第

回
石
川
県
高
等
学
校
新
人

陸
上
競
技
大
会

月

日

日

西
部
緑
地
公
園
陸
上
競
技
場

男
子

競
歩

第

位

船
木

知
憲（
七
尾
高
校
）

男
子
走
り
高
跳
び

第

位

奥

裕
之（
七
尾
高
校
）

両
選
手
は
北
信
越
大
会
に
出
場
。

第

回
石
川
県
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
大
会

月

日

美
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

小
学

年
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス

第

位

堂
本
裕
人
（
鹿
島

）

袋
井
由
樹

北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
石
川
県
予
選
会

月

日

美
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

小
学

年
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス

第

位

堂
本
裕
人
（
鹿
島

）

袋
井
由
樹

北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
出
場
決
定
。

第

回
七
尾
鹿
島
少
年
柔
道

親
善
大
会

月

日

七
尾
武
道
館

男
子
中
学

年
生
の
部

第

位

谷
口

貴
道（
芹

川
）

第

位

大
垣
内
康
平（
能
登
部
下
）

木
屋

裕
介（
上
井
田
）

男
子
中
学

年
生
の
部

第

位

山
岸

護
弘（
川

田
）

小
学

年
生
の
部

第

位

正
谷

智
希（
能
登
部
下
）

第

位

尾

宏
輔（
能
登
部
下
）

第

位

深
田

志
穂（
能
登
部
下
）

小
学

年
生
の
部

第

位

田
村

裕
輝（
良

川
）

第

位

近
江

純
一（
能
登
部
下
）

近
江

駿
征（
能
登
部
下
）

小
学

年
生
の
部

第

位

山
岸

健
弘（
川

田
）

小
学

年
生
の
部

第

位

平
野

一
喜（
能
登
部
下
）

第

位

尾

望（
能
登
部
下
）

第

位

田
村

敏
輝（
良

川
）

小
学

年
生
の
部

第

位

鵜
家

克
海（
黒

氏
）

第

位

尾

暉（
能
登
部
下
）

高
柳

成
孝（
能
登
部
下
）

中能登町民バレーボール大会
日時・場所

月 日（日） 開会式 午前 時 鹿島体育センター
チーム編成（ 人制）

男女混合チームで 名以内（女子 名以上、男子 名以内）
町内に在住する方か町内に勤務する方なら出場可能

お申し込み・お問い合わせ

鹿島体育センター（ ）へ 月 日（月）までに

第 回中能登町民駅伝競走大会
日時

月 日（日） 開会式 午前 時
部門（チーム編成 監督 名、正選手 名、補欠 名）
一般・中学生男子・中学生女子・小学生・オープン
町内に在住する方か町内に勤務する方なら出場可能

お申し込み・お問い合わせ

町陸上競技協会事務局 清酒（ ）へ 月 日（木）までに

コース
ラピア鹿島前
スタート・ゴ
ール周回コー
ス
（ 周 ）

コース
ラピア鹿島前
スタート・ゴ
ール周回コー
ス
（ 周 ）

町
長
へ
の
提
言
箱
は
町
内
の

公
共
施
設
、
駅
な
ど

カ
所
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

提
言

カ
ミ
ム
ラ
織
物
工
場
前
の
直
線

道
路
に
直
角
に
交
わ
る
継
目
の
舗

装
を
補
修
し
て
ほ
し
い
。

回
答

現
在
の
舗
装
は
、
地
盤
を
安
定

さ
せ
る
た
め
の
仮
復
旧
で
す
。

月
末
ま
で
に
本
復
旧
工
事
を
行
う

予
定
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
も

う
し
ば
ら
く
ご
不
便
を
お
か
け
し

提
言

回
答

ま
す
が
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

提
言

文
崎
墓
地
公
園
の
枯
花
を
捨
て

る
箱
等
を
再
度
設
置
し
て
ほ
し
い
。

毎
年
墓
地
の
管
理
費
を
負
担
し
て

い
ま
す
。

回
答

町
内
に

ヶ
所
あ
る
町
墓
地
公

苑
（
と
り
や
、
二
宮
、
文
崎
）
は
、

提
言

回
答

す
べ
て
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
文
崎
墓
地
公
園
の
管
理

料
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰

り
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
、
平
成

年
度
よ
り
管
理
料
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
、
文
書
で
使
用
者

の
皆
様
に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

墓
地
周
辺
の
環
境
を
守
る
た

め
、
ご
面
倒
で
も
枯
花
等
を
お

持
ち
帰
り
下
さ
る
よ
う
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
提

言
は
、
町
長
が
直
接
そ
の
内

容
を
確
認
し
、
担
当
課
な
ど

と
協
議
の
う
え
、
ご
回
答
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
提

言
は
、
町
長
が
直
接
そ
の
内

容
を
確
認
し
、
担
当
課
な
ど

と
協
議
の
う
え
、
ご
回
答
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

右 中村有里さん
（鳥屋小 年）

左 谷内文香さん
（御祖小 年）

第

回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
が

月

日
、
香

川
県
丸
亀
市
で
開
催
さ
れ
、
男
子
共

通

に
出
場
し
た
小
幡
信
二

く
ん
が
見
事
に
第

位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

記
録

分

秒

月

日
に
千
葉
県
白
子
町

で
開
催
さ
れ
た
第

回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
で
、
全
国

か
ら

組
の
強
豪
が
参
加
す
る
中
、

個
人
戦
で
中
村
有
里
・
谷
内
文
香
組

が
ベ
ス
ト

に
入
り
ま
し
た
。

逆
転
で
初
優
勝

世
界
の
頂
点
に

世
界
的
に
温
暖
な
気
候
と
し
て

有
名
な
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
ラ
ン
チ

ョ
バ
ー
ナ
ー
ド
・
イ
ン
で
、

月

日
か
ら

月

日
ま
で
、
ア
マ

チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
の
第

回
世
界
シ

ニ
ア
選
手
権
が
開
催
さ
れ
、

カ
国
か
ら
約

人
が
参
加
、
世

界
一
を
か
け
て
争
い
ま
し
た
。

今
大
会
初
出
場
の
青
木
松
雄

さ
ん
は
、
予
選
ラ
ウ
ン
ド
を
順

調
に
勝
ち
進
み
、
上
位

人
の

マ
ッ
チ
プ
レ
ー
方
式
で
争
わ
れ

る
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
へ
。
ア
メ
リ

カ
勢
と
の
激
闘
の
末
、
決
勝
戦

へ
進
み
、
隣
国
・
韓
国
の
キ
ム

・
ス
ン
ベ
選
手
と
対
戦
。
逆
転

で
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

日
本
人

人
目
の
優
勝
を
果

た
し
た
青
木
さ
ん
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
太
陽
の
も
と
、

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
掲
げ
、
歴

史
に
名
を
刻
み
ま
し
た
。

世
界
シ
ニ
ア
選
手
権

世
界
シ
ニ
ア
選
手
権
は
、
ア

マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
の
大
会
で
、

今
回
で

回
目
を
迎
え
る
、
歴

史
と
伝
統
あ
る
大
会
。今
大
会
、

日
本
か
ら
俳
優
の
里
見
浩
太
朗

さ
ん
ら
も
出
場
。

青青木木松松雄雄ささんん（（ 歳歳））青木松雄さん（ 歳）

青青木木ささんんはは、、 歳歳かかららゴゴルルフフをを始始めめ、、今今年年ででゴゴルルフフ歴歴青木さんは、 歳からゴルフを始め、今年でゴルフ歴
年年。。 来来年年もも出出場場すするるたためめ、、練練習習にに励励みみたたいい とと、、今今年。 来年も出場するため、練習に励みたい と、今

後後のの精精進進をを誓誓っってていいままししたた。。後の精進を誓っていました。

世
界
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
連
盟
ラ
ル
フ
・
ス
ト
ー
ン

会
長
か
ら
優
勝
カ
ッ
プ
を
受
け
取
る
青
木
さ
ん



中能登町内のいろいろな出来事を紹
介するコーナーです。
みなさんの周りの身近な情報をお知

らせください。お待ちしています。

連絡先

中能登町末坂 部 番地
中能登町企画課（鳥屋庁舎）

メール ＠

今年も熟練の技で大爆笑
月 日、カルチャーセンター飛翔でよしもとラ

イブ が開催されました。
今年で 回目を迎えるよしもとライブは、漫才・

落語・一輪車ショーなど、多彩で賑やかなステージ
が繰り広げられました。トリをつとめるのは、ベテ
ランコンビのオール阪神・巨人で、 人の早いテン
ポで息の合ったボケとツッコミに館内は爆笑の渦で
した。

収穫の秋、食欲の秋
今年の 月に御祖小学校の ・ 年生 人が、小

田中長寿会などと力を合わせて植えたサツマイモが
収穫を迎えました。
協力して次から次へとイモを掘っていく子どもた

ちは、土の中から姿を現す大きなサツマイモに歓声
を上げ、収穫したイモを自慢気に見せてくれました。
イモ掘り作業後には、サツマイモ汁が振る舞われ、

子どもたちは収穫の喜びを噛みしめていました。

ようこそ、中能登町へ
国道 号を走るドライバーさんたちの休憩所、
中能登パーキング（水白地内）に町案内看板が設置
されました。
看板の大きさは縦、横ともに メートルで、古墳

公園とりやや石動山、能登上布会館などが写真入り
で紹介されているほか、町内のイラストマップが掲
載されていて、訪れる人たちに町を案内するととも
に、町を しています。

年間にわたり母子保健推進員を務めてこ
られた八十田美代志さん（金丸）に、 月
日、石川県庁で母子保健事業従事者知事表彰
を谷本知事より手渡されました。

一一人人ひひととりりがが交交通通ママナナーーアアッッププをを一人ひとりが交通マナーアップを

伝統とルーツを次世代に
能登地区には氷見市の獅子舞が多く伝わっていま

すが、 月 日の東馬場の秋祭りに、ルーツとする
氷見市論田の獅子舞が舞われました。
子ども獅子舞保存会などにルーツを知ってもらお

うと、計画された今回の交流では、脈々と受け継が
れてきた伝統ある、勇壮な論田獅子舞が披露されま
した。これからも、教えてもらった素晴らしい獅子
舞を大事に守っていきましょう。

楽しく、聴き応えある演奏
月 日、ラピア鹿島で ピアノにあえる日 が

開催され、ピアノ演奏発表会では、幼児から大人ま
でそれぞれが一所懸命に練習したピアノを丁寧に弾
いていました。
発表会の後には、児玉幸子・拝田正機ピアノ連弾

リサイタルが行われ、聴き応えのある、音色も息も
合った演奏に、多くの方々が楽しい一時を過ごしま
した。

八十田美代志さん、
知事表彰受賞

交通安全への意識を高めてもらおうと、秋の全国交通安全運動が 月 日に実施され、町内各地
でキャンペーンが行われました。交通事故のない明るい町をみんなで作っていきましょう。

第 回石川県高齢者安全運転競技大会
団体の部 第 位 中能登町 袋小路脱出競技（個人） 第 位 久我 覚三郎（能登部下）

手作りのマスコット
を配布し、安全運転
を呼びかけました。

交通安全七鹿のつどい
では、飲酒運転追放が
宣言されました。

夕暮れ時の注意を呼び
かけました。



平成 年 月開局予定のケーブ
ルテレビ事業の地区説明会が 月
日 月 日にかけて町内 会

場で行い、たくさんの質問をいた
だきました。
その中でもよくあった質問をご

紹介します。

お問い合わせ
中能登町企画課情報担当

テ
レ
ビ
の
工
事
は
個
人
が
町
指
定

工
事
店
に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
か
。
ま
た
、
工
事
費
用

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

テ
レ
ビ
の
工
事
は
個
人
か
ら
町
指

定
工
事
店
に
お
願
い
し
て
工
事
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
工
事
費
も
全
て

個
人
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
指
定
工
事
店
は
町
内
及
び
近
隣

市
町
の
電
気
店
等
を
予
定
し
て
い

て
、定
め
ら
れ
た
講
習
を
受
講
す
る

こ
と
で
指
定
・
登
録
さ
れ
ま
す
。
登

録
さ
れ
た
指
定
工
事
店
は
今
後
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ

の
中
か
ら
選
ん
で
見
積
も
り
を
い
た

だ
い
て
か
ら
工
事
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ア
ン
テ
ナ
の
撤
去
の
工
事
費
用
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

ア
ン
テ
ナ
の
撤
去
費
用
は
個
人
負

担
に
な
り
ま
す
。
個
人
で
電
気
店
に

お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

ごご
質質
問問

ご
質
問

回回

答答

回

答

ごご
質質
問問

ご
質
問

回回

答答

回

答

ごご
質質
問問

ご
質
問

台
目
を
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
プ
ラ
ン

に
加
入
し
、
他
の
テ
レ
ビ
は
全
て
ラ

イ
ト
プ
ラ
ン
と
し
た
場
合
、
多
チ
ャ

ン
ネ
ル
プ
ラ
ン
の
利
用
料
だ
け
で
済

み
ま
す
か
。

そ
の
と
お
り
で
す
。
ホ
ー
ム
共
聴

工
事
で
複
数
台
視
聴
す
る
場
合
、
多

チ
ャ
ン
ネ
ル
プ
ラ
ン
に
加
入
し
た
テ

レ
ビ
以
外
の
テ
レ
ビ
は
申
し
込
み
を

し
な
く
て
も
ラ
イ
ト
プ
ラ
ン
が
視
聴

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
料
金
も
発
生

し
ま
せ
ん
。

回回

答答

回

答

ごご
質質
問問

ご
質
問

が
な
く
て
も

・

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
あ
れ
ば

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

プ
ラ
ン
の

・

デ
ジ
タ
ル
放

送
が
視
聴
で
き
る
の
で
す
か
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
多
チ
ャ
ン
ネ

ル
プ
ラ
ン
の

・

デ
ジ
タ
ル

放
送
を
視
聴
す
る
に
は
、

が

必
要
で
す
。
通
常
の

・

デ

ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
で
は
視
聴
で
き

ま
せ
ん
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

・

デ
ジ
タ
ル
放
送
は
通
常
の

・

の
周
波
数
と
は
違
う
周
波
数
を
使

回回

答答

回

答

用
し
ま
す
の
で

が
必
要
と
な

り
ま
す
。

ごご
質質
問問

ご
質
問

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て
も

現
在
設
置
し
て
あ
る

ア
ン
テ
ナ

や

チ
ュ
ー
ナ
ー
で
今
ま
で
ど
お

り
視
聴
で
き
ま
す
か
。

回回

答答

回

答

の
ア
ン
テ
ナ
か
ら
の
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
か
ら

の
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
を
混
合
す
れ
ば
、

現
在
と
同
様
、
視
聴
で
き
ま
す
。

や
ス
カ
パ
ー

に
つ
い
て
も
同
様

の
考
え
方
に
な
り
ま
す
。

ホホーームム共共聴聴ホーム共聴
既存のアンテナからのテレビ共聴設備
をそのまま利用する方法

アンテナからの配線をケーブルテレビの
配線につなぎ変えます。接続されたテレビ
は、全てライトプランが視聴できます。

あなたの質問にお答えします
食
育
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

食
育

と
い
う
言
葉
は
、
新

し
い
言
葉
で
は
な
く
、
体
育
、

知
育
、
才
育
、
徳
育

と

並
ぶ

五
育

と
し
て
、
明
治
時

代
に
は
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
と

と
も
に
、
米
の
消
費
量
が
減
少
す

る
一
方
、
油
脂
類
、
畜
産
物
の
消

費
量
が
増
加
し
、栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
崩
れ
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

食
習
慣
・
食
行
動
の
乱
れ
や
食
料

の
海
外
依
存
度
が
高
ま
る
一
方
、

食
べ
残
し
や
食
品
の
廃
棄
の
増
加

等
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
中

で
、
食
育

が
あ
ら
た
め
て
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
年

月
に

は

食
育
基
本
法

が
施
行
さ
れ
、

知
育
、
徳
育

及
び

体
育

の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
と
位
置

付
け
、様
々
な
関
係
者
が
連
携

協
力
し
な
が
ら
国
民
運
動
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

じ
ゃ
が
い
も
を
使
っ
た

元
気
も
ち
作
り

（
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
）

食
育
と
は
…

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
食
に

つ
い
て
考
え
、
判
断
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と

参
考
資
料

食
育
を
進
め
よ
う

北
陸
農
政
局

国 名 自 給 率

オーストラリア ％

フランス ％

アメリカ ％

ドイツ ％

イギリス ％

国 名 自 給 率

オーストラリア ％

フランス ％

アメリカ ％

ドイツ ％

イギリス ％

日日 本本日 本 ％％％

主な国の食料自給率

月月下下旬旬 月月上上旬旬ままでで、、大大阪阪、、金金沢沢、、七七尾尾をを中中心心にに出出荷荷さされれてていいまますす。。甘甘くくてて、、ややわわららかか月下旬 月上旬まで、大阪、金沢、七尾を中心に出荷されています。甘くて、やわらか
いいののがが特特徴徴でですす。。いのが特徴です。
ままたた、、ビビタタミミンン をを豊豊富富にに含含んんででおおりり、、特特有有のの辛辛味味ののももととででああるるアアリリシシンンはは、、血血行行ををよよくくまた、ビタミン を豊富に含んでおり、特有の辛味のもとであるアリシンは、血行をよく

しし体体をを温温めめるる作作用用とと疲疲労労回回復復効効果果ののああるるビビタタミミンン のの吸吸収収をを高高めめるる効効果果もも含含んんででいいまますす。。し体を温める作用と疲労回復効果のあるビタミン の吸収を高める効果も含んでいます。

良質な土作りと病害虫に気を配り、消費者のみなさんに喜んでもらえ
るよう妻と二人三脚で精一杯作っています。甘くてやわらかい 能登白
ねぎ は、鍋物や炒め物など色々な料理にとてもよく合いますので、ぜひ、
一度味わってみてください。

良質な土作りと病害虫に気を配り、消費者のみなさんに喜んでもらえ
るよう妻と二人三脚で精一杯作っています。甘くてやわらかい 能登白
ねぎ は、鍋物や炒め物など色々な料理にとてもよく合いますので、ぜひ、
一度味わってみてください。

頑頑張張っってていいまますす 生生産産者者頑張っています 生産者

前田 勇さん（曽祢）

食食育育をを推推進進すするる上上でで 地地産産地地消消（（地地食育を推進する上で 地産地消（地
元元産産のの食食材材をを地地元元でで消消費費すするるとといいうう考考元産の食材を地元で消費するという考
ええ方方））はは、、深深いい関関わわりりががあありりまますす。。え方）は、深い関わりがあります。
ここここでではは地地元元のの食食材材をを紹紹介介ししまますす。。ここでは地元の食材を紹介します。

連連
載載
第第

回回

連
載
第

回

栄養バランスの崩れ

お問い合わせ 中能登町農林課（鹿島庁舎）お問い合わせ 中能登町農林課（鹿島庁舎）



日人
形
劇

（
午
前

時

分

）

ラ
ピ
ア
鹿
島

日防
火
の
つ
ど
い

あ
お
ば
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

つ
く
し
保
育
園

日手
遊
び
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

あ
お
ば
保
育
園

月月
のの
行行
事事

月
の
行
事

車麩 …… 本
キャベツ（大きめ）

…… 枚
からし…… 小さじ
砂糖 …… 大さじ
酢 …… 大さじ
醤油 …… 大さじ
塩 …… 少々

すすすすべべべべててててのののの子子子子どどどどももももたたたたちちちちがががが健健健健ややややかかかかすべての子どもたちが健やか
にににに成成成成長長長長すすすするるるるここここととととをををを願願願願っっっってててて…………に成長することを願って…
子子子子育育育育ててててをををを応応応応援援援援ししししまままますすすす子育てを応援します
育育育育児児児児のののの悩悩悩悩みみみみ相相相相談談談談をををを受受受受けけけけてててていいいいまままま育児の悩み相談を受けていま
すすすす。。。。一一一一人人人人でででで悩悩悩悩ままままなななないいいいででででおおおお気気気気軽軽軽軽す。一人で悩まないでお気軽
ににににごごごご利利利利用用用用くくくくだだだだささささいいいい。。。。にご利用ください。

たんぽぽ保育園 こすもす保育園
あおば保育園 つくし保育園
さくら保育園 とりやのの保育園

日な
か
よ
し
広
場

つ
く
し
保
育
園

日す
く
す
く
相
談

あ
お
ば
保
育
園

お
い
も
ほ
り

と
り
や
の
の
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

こ
す
も
す
保
育
園

日お
話
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

日離
乳
食
っ
て
？

と
り
や
の
の
保
育
園

な
か
よ
し
広
場

さ
く
ら
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

日オ
ー
タ
ム
・
コ
ン
サ
ー

ト（
午
前

時

分

）

あ
お
ば
保
育
園

日す
く
す
く
相
談

こ
す
も
す
保
育
園

月月
のの
行行
事事

月
の
行
事

生
ま
れ
る
前
、
生
ま
れ
た
後
、
お
母
さ
ん
の
子
育
て
に
関
す
る
不
安
や

悩
み
に
、

し
ま
す
。

対
象
期
間

平
成

年

月

日
以
降
に
出
産
さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
、
期
間
は

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
か
ら
、
お
子
さ
ま
が

歳
に
な
る
ま
で
で
す
。

登
録
カ
ー
ド
作
成

町
内
保
育
園
の
一
つ
を
マ
イ
保
育
園
と
し
て
選
ん
だ
ら
、
そ
の
保
育
園

に
申
請
書
を
提
出
し
て

マ
イ
保
育
園
登
録
カ
ー
ド

を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。
登
録
カ
ー
ド
に
は
、一
時
保
育
半
日
無
料
券
が

回
分
つ
い
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

下
記
の
町
内
各
保
育
園
ま
た
は
、

中
能
登
町
福
祉
課
保
育
担
当
（
鹿
西
庁
舎
）

マ
イ
保
育
園
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

作作

りり

方方

作

り

方

材材

料料
【【

人人
分分
】】

材

料
【

人
分
】

キャベツはざく切りにし塩を入れてゆで、
かたくしぼります。
車麩はぬるま湯にひたしておきます。
を細かく手でちぎります。
を水で洗い、固く絞ります。
調味料を混ぜ合わせ、 と を入れてよく
混ぜ、器に盛ります。

食欲のないときにピリッとした口ざわりで
食欲を誘います。
食欲のないときにピリッとした口ざわりで
食欲を誘います。

とりやのの保育園の地
域子育て支援センター
の行事予定はホーム
ページで見る事ができ
ます。

とりやのの保育園の地
域子育て支援センター
の行事予定はホーム
ページで見る事ができ
ます。

劇団ちろりん上演

人形劇 ちびくろサンボ より

併演作品
どんな歌がとびだしてくるのかな

日時 月 日 午前 時 分
場所 ラピア鹿島

劇団ちろりん上演

人形劇 ちびくろサンボ より

併演作品
どんな歌がとびだしてくるのかな

日時 月 日 午前 時 分
場所 ラピア鹿島

劇団ちろりん上演

ススタタタタののささんんぽぽスタタのさんぽ

三三つつのの小小ささななももののががたたりり三つの小さなものがたり

どなたでも参加できます。

オータムコンサート
日時 月 日 午前 時
場所 あおば保育園

オータムコンサート
日時 月 日 午前 時
場所 あおば保育園

オータムコンサート

どなたでも参加できます。

結核に新たに感染する人は、年々減少傾向に
ありますが、それでも毎年 万人近くの感染者
が報告されています。結核はまだまだ見逃せな
い病気です。

結核 は人から人へうつる病気
結核の症状は、風邪とよく似ています。咳や
たんが 週間以上続くような場合は医師に相談
しましょう。

結核を予防するには…
町の健診や職場健診で 結核検診（胸部レン
トゲン検査） を受けましょう。
抵抗力の弱い赤ちゃんは、結核に感染すると
重症になりやすく生命にもかかわることがあ
ります。結核の免疫をつけるために 予
防接種を生後 ヶ月までに受けましょう。

歳以上の方の

対 象 者
予防接種を希望される 歳以上の方

歳の方で身体障害者手帳 級（心臓、腎臓、

呼吸器機能の障害）をお持ちの方。

本人が希望していることが必要

接種期間・費用・場所

接種期間 月 日 月 日

費 用 予防接種券をお持ちの方は無料です。

場 所 町内の医療機関など。

お申し込み・お問い合わせ

保健センターすくすく

保健センターかしま

保健環境課（鹿西庁舎）

上の方の

種を希望される 歳以上の

歳の方で身体障害者手帳

イインンフフルルエエンンザザののインフルエンザの
予予防防接接種種がが始始ままりりまますす予防接種が始まります

実施日
月 、 、 、 、 日

対象者
今年、胸部レントゲン検査を受けていない在
宅の方で、寝たきりなどのために医療機関に出
向くことが出来ない方が受けることができます。

実施方法
自宅で胸部レントゲン検査を行います。
お申込み・お問い合わせ
保健センターすくすく

在在宅宅結結核核検検診診ののおお知知ららせせ在宅結核検診のお知らせ

費用は無料です。

胃胃食改おすすめ 胃にやさしい 食欲回復レシピ

希希望望さされれるる方方はは、、希望される方は、
月月 日日ままででにに月 日までに

おお申申込込みみ下下ささいい。。お申込み下さい。
介護予防教室

足腰が弱ってきた…物忘れしやすい…と感じている
歳以上の方（介護認定を受けていない方）の機能低
下を防ぐための教室です。
日時・場所
保健センターすくすく 月 月（計 回）

お申し込み・お問い合わせ
地域包括支援センター

護予防教室

腰が弱ってきた…物忘れしやす

いいききいいききアアッッププ教教室室いきいきアップ教室

月月 日日ままででにに月 日までに
おお申申込込みみ下下ささいい。。お申込み下さい。

月月 日日ままででにに月 日までに
おお申申込込みみ下下ささいい。。お申込み下さい。



お
気
軽
に
ど
う
ぞ

心
配
ご
と
相
談

日
時
・
場
所

月

日（
金
）

午
後

時

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
身
障
室

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

困
り
事
お
聞
き
し
ま
す

行
政
人
権
く
ら
し
の
相
談

日
時
・
場
所

月

日（
水
）

午
後

時

分

時

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

月

日（
月
）

午
後

時

分

時

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

月

日（
水
）

午
後

時

分

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
身
障
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

結
婚
相
談

日
時
・
場
所

月

日
（
日
）

午
後

時

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
研
修
室

月

日
（
日
）

午
後

時

時

鹿
西
庁
舎

階
集
会
室

月

日
（
月
）

午
後

時

分

時

分

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
企
画
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

一
人
で
悩
ま
ず
に

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

日
時
・
場
所

月

、

日

月

、

日

午
後

時

分

午
後

時

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

階

相
談
料分

以
内

千
円
（
要
予
約
）

お
問
い
合
わ
せ

金
沢
弁
護
士
会

役場へのお問い合わせは

鳥屋庁舎
総務課
財政担当
窓口サービス担当
企画課
情報担当
地域振興担当
税務課
会計課
議会事務局

鹿島庁舎
監理課
地籍担当
窓口サービス担当
土木建設課
農林課
商工観光課
上下水道課

鹿西庁舎
住民課
窓口サービス担当
保健環境課
福祉課
保育担当
介護担当
教育文化課
生涯学習課
スポーツ担当

新
し
く
始
め
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
相
談

日
時
・
場
所

月

日
（
火
）

午
前

時

午
後

時

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

家
屋
を
取
壊
し
た
と
き
は

ご
連
絡
を

家
屋
な
ど
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
、
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）、
ま
た

は
各
庁
舎
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
担
当
課

ま
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

認
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

ね
ぇ
み
ん
な
、

こ
の
金
額
を
目
に
留
め
て

平
成

年

月

日
か
ら
石
川
県

最
低
賃
金
が
時
間
額

円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

石
川
労
働
局

バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
推
進

県
民
大
会

参
加
者
募
集

日
時
・
場
所

月

日
（
金
）
午
後

時

石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

講

演
講
師
は
女
優
の
石
井
め
ぐ
み
さ
ん

参
加
費
無
料

お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
厚
生
政
策
課
管
理
グ
ル
ー
プ

過
労
死
や
精
神
障
害
な
ど

ご
相
談
く
だ
さ
い

健
康
の
こ
と
や
労
災
保
険
の
こ
と

な
ど
無
料
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時毎

週
月

金
曜
（
祝
祭
日
除
く
）

午
前

時

午
後

時

お
問
い
合
わ
せ

石
川
労
災
年
金
相
談
所

平
成

年
度
成
人
式

平
成

年

月

日
開
催

対
象
者

昭
和

年

月

日
か
ら
昭
和

年

月

日
生
ま
れ
の
方
で
、
次
に

該
当
す
る
方
で
、

町
に
在
住
し
て

い
る
方
（
平
成

年

月

日
現

在
）、

町
出
身
（
鳥
屋
・
鹿
島
・

鹿
西
中
学
校
を
卒
業
）
で
通
勤
や
通

学
等
の
理
由
で
現
在
は
町
外
に
住
ん

で
い
る
が
、
町
の
成
人
式
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
。

案

内月
中
に
案
内
状
を
送
付（
予
定
）

詳

細
広
報

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
・
お
申
し
込
み

中
能
登
町
生
涯
学
習
課

（
鹿
西
庁
舎
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

平
成

年
度
新
成
人
対
象
者
（
昭

和

年

月

日
か
ら
昭
和

年

月

日
生
ま
れ
の
方
）
で
、
自
分
た

ち
の
成
人
式
の
参
考
の
た
め
に
、
受

付
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
？

名
ほ
ど
募
集
し
ま

す
。ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を

検
察
官
の
し
た
処
分
が
正
し

か
っ
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機

関
と
し
て
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま

す
。

人
の
審
査
員
は
、
選
挙
権
を

持
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
中
か
ら
く

じ
で
選
ば
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

七
尾
検
察
審
査
会

石
川
の
木
を
使
お
う

木
づ
か
い
推
進
月
間

平
成

年

月
に
京
都
議
定
書
が

発
効
さ
れ
、
基
準
年
（
平
成

年
）

と
比
べ
て
二
酸
化
炭
素
を

％
削
減

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
は

％
の
う
ち

・

％
を
森
林
に
よ

る
吸
収
量
で
確
保
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

木
は
二
酸
化
炭
素
を
た
く
さ
ん
蓄

え
る
た
め
、
木
を
植
え
る
、
育
て
る
、

収
穫
す
る
、
上
手
に
使
う
と
い
う
サ

イ
ク
ル
が
、
二
酸
化
炭
素
を
た
っ
ぷ

り
吸
収
す
る
元
気
な
森
を
つ
く
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
木
材
を
利
用
す
る

こ
と
は
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が

る
の
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
林
野
庁
で
は
昨
年

度
か
ら

月

日
か
ら

日
ま
で
の

カ
月
間
を
木
づ
か
い
推
進
月
間

と
し
、
こ
の
時
期
に
日
本
全
国
が
一

体
と
な
っ
て
、
地
元
の
木
材
を
利
用

す
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
農
林
課
（
鹿
島
庁
舎
）

石
綿
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

ご
遺
族
の
み
な
さ
ま
へ

平
成

年

月

日
以
前
に
死
亡

さ
れ
た
労
働
者
の
ご
遺
族
で
、
ま
だ

労
働
基
準
監
督
署
に
特
別
遺
族
給
付

金
の
請
求
を
さ
れ
て
い
な
い
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

七
尾
労
働
基
準
監
督
署

月
町
営
住
宅
入
居
募
集
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

戸

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

戸

久

江

住

宅

戸

戸

金

丸

住

宅

戸

空
き
室
な
し

募
集
期
間

月

日

日

受
付
時
間

午
前

時

午
後

時

土
日
祝
日
は
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

月
町
営
住
宅
入
居
募
集
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

戸

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

戸

久

江

住

宅

戸

戸

金

丸

住

宅

戸

空
き
室
な
し

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）



ま
ち
の
先
生

中
能
登
マ
イ

ス
タ
ー
（
仮
称
）大
募
集

現
代
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
な
が
ら
多
く

の
人
々
と
ふ
れ
あ
い
、
成
長
し
て
い

く
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
す
る
熱
意

の
あ
る
方
が
、
地
域
や
学
校
で
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
先
生

登
録
事
業
と
は

・
一
芸
、
一
技
に
秀
で
た
方
で
、
指

導
者
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
け
る

方
で
す
。
教
育
委
員
会
よ
り

ま
ち

の
先
生

認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

・
登
録
さ
れ
た
指
導
者
は
、
学
校
な

ど
か
ら
の
要
望
で
活
動
し
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
な
れ
る
の
？

・
中
能
登
町
在
住
の
方
で
、
今
ま
で

の
仕
事
や
生
活
の
中
で
身
に
つ
け

た
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
知
恵
や

技
を
、
報
酬
を
目
的
と
せ
ず
、
地
域

の
方
や
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
く
だ

さ
る
方
で
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は

・
登
録
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
生
涯
学
習
課
（
鹿
西

庁
舎

階
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
申
し
込
み
用
紙
は
鳥
屋
公
民

館
、ふ
る
さ
と
創
修
館
、ラ
ピ
ア
鹿
島
、

鹿
西
公
民
館
、カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

飛
翔
、生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。

締
め
切
り
は
あ
り
ま
せ
ん

（
随
時
募
集
）

中能登町の下水道
整備率 ％
普及率 約 ％
（ 月 日現在）

地
域
と
共
に
生
き
る
み
の
り
園

第

回
み
の
り
園
ま
つ
り

日
時
・
場
所

月

日
（
日
）

午
前

時

分

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
み
の
り
園

内

容
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
、
も
ち
つ
き
大

会
、
施
設
利
用
者
の
発
表
、
日
用
品

コ
ー
ナ
ー
、
大
豆
飴
作
り
コ
ー
ナ
ー

お
問
い
合
わ
せ

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
み
の
り
園

能
登
白
ね
ぎ

収
穫
体
験
・
料
理
教
室

日
時
・
場
所

月

日
（
土
）

午
前

時

分

・
収
穫
体
験

前
田
勇
さ
ん
圃
場（
曽
祢
）

・
料
理
教
室

農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
福
田
）

収
穫
し
た
白
ね
ぎ
は
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
け
ま
す
。

参
加
料

無
料

募
集
人
数

町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者

組

名
程
度

お
申
し
込
み
方
法

農
林
課
、
各
庁
舎
窓
口
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
記
入
し
、

月

日

（
木
）ま
で
に
農
林
課
へ
郵
送
・

・
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

後
日
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
農
林
課
（
鹿
島
庁
舎
）

水をきれいにする 微生物 とは？
微生物とは目に見えない生き物のことです。下水をきれいにする活性汚泥や納豆をつくっている納豆

菌、カビも微生物です。下水をきれいにする主役としては、細菌・原生動物・後生動物の つがよく知

られています。

微生物の大きさ比べ
一番小さい微生物である細菌を米粒の大きさとすると、原生動物と小さな

後生動物はテニスボールからバスケットボール、人間は、なんと富士山の大

きさです。

微生物の働き
汚れた水の中に微生物をいっぱい入れて、空気の泡を吹き込みます。微生

物たちは、空気（酸素）を吸って元気に動き回り、えさの汚れをどんどん食

べて、汚れた水をきれいにしていきます。えさを食べて大きくなったり、汚

れをくっつけてかたまりになった微生物やよごれは、水よりも少しだけ重く

なって、下の方に沈んでいきます。その分、上の方の水はきれいに澄んでい

きます。澄んだ水は川や海に流します。

平
成

年
原
子
力
の
日

記
念
講
演
会

日
時
・
場
所

月

日（
日
）午
後

時

分

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

講

師
宮
崎

緑
氏（
元

キ
ャ
ス
タ
ー
）

お
問
い
合
わ
せ

財
団
法
人
能
登
原
子
力
セ
ン
タ
ー

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
生
涯
学
習
課

（
鹿
西
庁
舎
）

中
能
登
町
合
同
短
歌
会

開
催
・
作
品
募
集

月

日
、
午
後

時
か
ら
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で

中
能
登
町
合
同

短
歌
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

応
募
規
定

人

首
（
自
由
題
）

応
募
先

中
能
登
町
坪
川
ツ

中
村

栄
蔵

締
め
切
り
は

月

日
必
着

原生動物

後生動物

地
元
特
産
白
ね
ぎ
の
収
穫

体
験
と
ね
ぎ
料
理
試
食
会

日
時
・
集
合
場
所

月

日
（
土
）
午
前

時

石
川
県
中
能
登
合
同
庁
舎
駐
車
場

参
加
料

無
料
（
昼
食
は
用
意
し
ま
す
）

お
申
し
込
み
方
法

月

日
（
金
）
ま
で
に
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中
能
登
農
林
総
合
事
務
所
内

中
核
農
家
連
絡
協
議
会
事
務
局

メ
ー
ル

＠

お
茶
・
謡
曲
・
琴
を
楽
し
む

中
能
登
町
合
同
お
茶
会

日
時
・
場
所

月

日
（
土
）

午
後

時

ラ
ピ
ア
鹿
島

周
年
記
念

太
鼓
打
競
技
中
能
登
大
会

日
時
・
場
所

月

日
（
日
）
午
前

時

ラ
ピ
ア
鹿
島

入
場
無
料

主

催
鹿
島
天
平
太
鼓
保
存
会

期限内にご使用を

中中能能登登共共通通品品券券中能登共通品券

有有効効期期限限ががああとと 年年でですす。。有効期限があと 年です。
（（平平成成 年年 月月 日日））（平成 年 月 日）

月月 日日よよりり中中能能登登共共通通商商月 日より中能登共通商
品品券券ががググリリーーンンにに色色替替ええしし品券がグリーンに色替えし
ままししたた。。ました。

おお持持ちちででなないいでですすかかお持ちでないですか

旧旧 町町共共通通商商品品券券ののごご使使用用はは旧 町共通商品券のご使用は
おお早早めめにに。。お早めに。

おお問問いい合合わわせせお問い合わせ
中中能能登登町町商商工工会会中能登町商工会

月

日
（
日
）

開
演
午
後

時

石
動
山

大
宮
坊

神
田
香
織
（
講
談
師
）

花
も
嵐
も
、
講
釈
師
が
語
り
ま
す

日日
時時
・・
場場
所所

日
時
・
場
所

出出
演演
者者

出
演
者

日時・場所
ふるさと創修館など

芸能 月 日 午後 時
ラピア鹿島

芸能 月 日 午後 時
カルチャーセンター飛翔

芸能 月 日 午前 時

各会場ともに 月 日

月 日は、 時間ごとにラ
ピア鹿島を出発し 会場を結
ぶ、 しま
す（ラピア鹿島始発 午前
時、終発 午後 時）。

ラピア鹿島 分 ふるさと創修館
分 カルチャーセンター飛翔 分

鳥屋会場

鹿島会場

鹿西会場

第第 回回 中中能能登登町町第 回 中能登町

文文化化ままつつりり文化まつり
作品展示

無料巡回バスを運行

入入場場無無料料入場無料



おはなし会や楽しいクイズラリー、リサイクルコー
ナー、手作り絵本・紙しばい巡回展ほか、図書館 館で
それぞれ独自のお楽しみイベントを開催します。この機
会にぜひ、図書館へお越しください

日時・場所
月 日（水） 午前 時 午後 時（予定）

鳥屋・鹿島図書館（ 館同時に開催）

どうやって世界一のパティシエ
になり、自由が丘に店をかまえる
ことができたのか、夢のつかみか
たが熱くかかれています。

輔老 心 著心 著

ススーーパパーーパパテティィシシエエ物物語語スーパーパティシエ物語

図鑑のご案内をします。

世界動物大図鑑は、
秋篠宮殿下推薦の図鑑
です。ぜひ、一度ご覧
ください。

す。

、
鑑
覧

人人類類大大図図鑑鑑人類大図鑑
世世界界動動物物大大図図鑑鑑世界動物大図鑑

先
日
、
中
能
登
町
立
鹿
島
中
学
校
・
鹿
西
中
学
校
に
通
う

年
生
の
男
子
生
徒

名
が
、
わ
く
ワ
ー
ク
（

）
体
験

と
い
う
、
学
習
教
育
の
一
環
で

日
間
に
わ
た
り
、
中
能
登
消
防
署
へ
体
験
に
来
ま
し
た
。

普
段
消
防
士
さ
ん
た
ち
は
ど
う
い
う

仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

と
思
っ

て
い
る
男
子
生
徒
は
、
放
水
訓
練
に
救
助
訓

練
、
普
通
救
命
講
習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

放
水
訓
練
で
は
水
圧
の
強
さ
に
驚
い
た

り
、
普
通
救
命
講
習
で
は
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
方
法
を
学
ん
だ
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
普

段
学
校
で
は
体
験
出
来
な
い
経
験
を
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に

日
間
、
ご
指
導

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
将
来
、
必

ず
み
な
さ
ん
の
よ
う
な
消
防
士
に
な
り
ま

す

と
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
、
充
実
感

に
満
ち
た
笑
顔
で
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署《

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署《

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

た
か
さ
ご
や

夫
に
な
る
人

妻
に
な
る
人

住
所

岡
部

克
智

千
田

陽
子
（
坪

川
）

大
垣

俊
彦

伊
藤

美
穂
（
久

江
）

奥
村

哲
史

山
口

優
子
（
金

丸
）

お
め
で
た

氏

名

届
出
人

住
所

毛
利

彩

音

久

充

（
井

田
）

山
本

龍

寛

（
良

川
）

久
保

彩

奈

慎

一

（
春

木
）

松
西

悠

我

翔

太

（
小

竹
）

袋
井

陽

菜

幹

文

（
芹

川
）

畑
中

悠

愛

浩

樹

（
廿
九
日
）

村
田

久

幸

隆
外
志

（
最
勝
講
）

飴
谷

安

未

将

司

（
能
登
部
下
）

宮
下

来

流

竜

一

（
小
田
中
）

お
く
や
み

氏

名

年
齢

住

所

山

下

正

幸

歳
（
曽

祢
）

川

邉

立

夫

歳
（
末

坂
）

道

端

音

羽

歳
（
黒

氏
）

花

山

あ
や
子

歳
（
花
見
月
）

島

元

秀

雄

歳
（
瀬

戸
）

中

川

キ

ヨ

歳
（
能
登
部
下
）

北

原

伸

一

歳
（
春

木
）

町

口

も
と
よ

歳
（
二

宮
）

北

口

津
保
美

歳
（
徳

前
）

山

壽

美

歳
（
金

丸
）

宮

本

安

造

歳
（
能
登
部
上
）

駒

井

恒

夫

歳
（
福

田
）

お
断
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
他
市
町
村
で

届
出
さ
れ
、
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
住
民
課
（

）
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
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春
雄
さ
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能
登
部
下
）よ
り

万
円

延
命

正
治
さ
ん（
大
阪
府
）よ
り

万
円

ご
厚
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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・
県
民
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民
健
康
保
険
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第
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介
護
保
険
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第

期

上
下
水
道
料

月
使
用
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納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

法
律
に
よ
っ
て
税
金
は
す
べ
て
の
債
務
に

優
先
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
税
の
納
付
の
相
談
は

中
能
登
町
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

月

日
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治
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日

安
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日

今
井
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月

日

藤
田
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日
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利
医
院

日

な
か
お
内
科
医
院

月

日

さ
は
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

日

恵
寿
総
合
病
院

日

国
立
七
尾
病
院

月

日

せ
い
し
ゅ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

日

さ
は
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

日

公
立
能
登
総
合
病
院

環
境
日
本
海
サ
ー
ビ
ス

月

日

日

黒
氏
・
一
青
・
黒
氏
新
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・
良
川

月

日

廿
九
日
・
川
田
・
新
庄

月

日

日

羽
坂
・
大
槻
・
春
木
・
瀬
戸

花
見
月
・
末
坂
・
深
沢

月

日

日

尾
崎
・
水
白
・
久
江
・
小
田
中

福
田

月

日

日

藤
井
・
高
畠
・
小
金
森
・
曽
祢

月

日

在
江
・
坪
川
・
西
・
久
乃
木

月

日

日

武
部
・
二
宮
・
徳
前
・
浅
井
・
芹
川

月

日

日

井
田
・
小
竹
・
最
勝
講
・
東
馬
場

月

日

日

能
登
部
下
・
上
後
山
・
下
後
山

月

日

月

日

金
丸

月

日

日

西
馬
場
・
能
登
部
上
・
縄
手
・
徳
丸

月

日

月

日

受
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平成 年
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男
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女
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世帯（ ）

（ ）内は前月比

平成 年
月 日現在

人口
人（ ）

男
人（ ）

女
人（ ）

世帯数
世帯（ ）

（ ）内は前月比
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おおきくなあれおおきくなあれおおきくなあれおおきくなあれ

今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は

正谷　惇輝くん　（２歳）
市郎さん、節子さんご夫婦の長男（能登部下）

じゅん　き

三浦　那菜ちゃん　（2ヵ月）
貴志さん、夏代さんご夫婦の長女（良川）

な　　な

パパ・ママからひとこと

ウルトラマンとジャニーズ大好

きっ¡ますますやんちゃ者です。

これからもお姉ちゃんと仲良

くね★

パパ・ママからひとこと

笑顔が似合う、元気で明

るい女の子になってねs

このコーナーで紹介する3歳以下のお子様を募集します。
「お子様の写真」と「お子様へのことば（40文字以内）」を
郵送または持参してください。

中能登町総合防災訓練中能登町総合防災訓練中能登町総合防災訓練

　10月１日の町総合防災訓練では、「邑知地溝帯を震源とするマグニチュード
7.0（町内震度５強）の地震が起こった」と想定し訓練を行いました。みんなで
助け合う、地域の防災力を発揮するためには、一人ひとりが生き残らなけれ
ばなりません。自らの命を守る行動を下表にまとめました。

■地震発生時の行動パターン

地震発生 ●落ち着いて、自分の身を守る　机の下などへ、もぐる。倒れてくる家具や落下物に注意。
●すばやく火の始末 ガスコンロの火を消し、ガスの元栓を閉める。

1～2分 ●火元を確認・初期消火●家族の安全を確認●靴をはく→ガラスの破片などから足を守る。

5　分 ●ラジオなどで情報を確認　間違った情報にまどわされないように。
●家屋倒壊などのおそれがあれば避難する。

5分～ ●消火・救出活動→隣近所で協力して消火や救出活動を。
　手におえない場合は、消防隊などにまかせる。

3　分 ●隣近所の安全を確認●余震に注意。




